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研究成果の概要（和文）：本研究は「満洲国」で発行された主な中国語新聞の文芸欄に関して、

その全体的な状況を把握し、基礎的な事実の解明を目指すものである。初歩的な成果として、

これまで日中両国に分散所蔵されていた新聞資料の所在を突き止め、各新聞文芸欄の状況を大

まかに把握することができた。また、一部の新聞文芸欄について、その解題や掲載記事の目録

を作成しつつ、「満洲国」時期の文学にとって新聞の文芸欄がはたした役割や意義について、総

合的な考察や論証を通じて明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 
This research aims to grasp the overall situation of , and elucidate the fundamental fact 
about , the literature and the arts columns of the main Chinese newspapers published in 
"Manchukuo". As an elementary result, the whereabouts of such newspaper data in Japan 
and China were traced , and the situation of the literature and the arts columns was  
generally grasped. Moreover, bibliographical notes and a list of the titles from such 
columns of some newspapers are creating continuously. This research considers and 
clarifies the partial role and meaning achieved by these newspaper columns for the 
literature of "Manchukuo". 
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１．研究開始当初の背景 
（１）近年、かつて日本の植民地支配下地域
の文学・文化に対する研究は盛んにおこなわ

れ、一定の成果が見られた。しかし、朝鮮や
台湾に比べ、「満洲国」に対する研究は相対
的に貧弱であったと言わざるをえない。たと
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えば台湾文学に対する研究では、内外におい
て 1980 年代頃から始まり今日まで持続的に
おこなわれ、下村作次郎著『文学で読む台湾』
や中島利郎編『日本統治期台湾文学小事典』
など、多くの優れた研究成果が得られた。対
して「満洲国」文学の先行研究では、川村湊
をはじめとする一部の日本文学研究者によ
る成果はあるが、中国文学側からは岡田英樹
『文学から見る「満洲国」の位相』（研文出
版、2000年）のほか目立つものがほとんど見
あたらない。 
一方、中国国内に目を転じれば、1980 年代

末から 90 年代初頭までの一時期、旧満洲で
活躍した作家の名誉を回復するための「研
究」が盛んで、「東北淪陥時期文学史」のよ
うな研究書も数冊出版された。しかし、その
後は研究活動が不振に陥り、しかもそれまで
に刊行されていた研究書には多くの誤謬や
偏向があったことを指摘しておかなければ
ならない。 
（２）このような状況が生じたのはさまざま
な理由が考えられる。たとえば、「満洲国」
時代の文学に関して、日中両国の研究界では
長い間タブー視してきたこと、研究が解禁さ
れてもそれを総体的に捉えることなく、それ
ぞれ「自国」文学史の一部として扱ってきた
こと、また、研究における手法や立場の違い、
言葉の壁、政治的な影響などで日中双方にお
いて研究の対象が偏っていること、両国間の
学術交流も活発ではなかったことなどだ。 
さらにより大きな問題点は基礎的な史料

や文献が決定的に不足していることを挙げ
なければならない。殊に、「満洲国」におい
て（特に 1940 年以前）多くの文学作品を世
に送り出した媒体は、雑誌や単行本ではなく、
実は新聞の文芸欄であったにも関わらず、そ
の文芸欄に関する先行研究も基礎的な史料
も皆無に近い状態であった（管見では岡田英
樹著「＜夜哨＞の世界」、神谷・木村編『＜
外地＞日本語文学論』世界思想社、2007 年、
の一点のみだった）。 
 
２．研究の目的 
先に述べたような研究状況を打破するた

めに、本研究は「満洲国」で発行された主な
中国語新聞の文芸欄について、その全体的な
状況を把握し、基礎的事実の解明を目指した。 

全体構想としては、各主要漢字紙の文芸欄
について、刊行の時期や期間、特色や傾向、
主編及びコラム担当者、掲載された作品と作
者、読者層とその反応などの基礎的な事実に
ついて、調査・分析・論証することによって
明らかにするとともに、「満洲国」の文学に
おける新聞文芸欄のはたした役割について
究明しようとするものである。 
 
３．研究の方法 

 「満洲国」では十数紙の中国語新聞が発行
されていたが、その文芸欄についてすべて当
時の紙面を調査・収集し、基礎的な情報やデ
ーターを整理・把握する作業から進められる。 

次にそれらを分析・考察しながら、新聞別
に文芸欄の解題や掲載記事の目録を作る作
業に取りかかる。 
最後に「満洲国」時期の文学にとって新聞

の文芸欄がはたした役割や意義について、総
合的な考察や論考を通じて明らかにする段
取りである。 
 
４．研究成果 
（１）主要新聞の文芸欄に対する現物調査：
「満洲国」では十数紙の漢字新聞が発行され
ていたが、このうち、大連、奉天（瀋陽）、
新京（長春）、哈爾濱の四大都市でそれぞれ
刊行された代表的な新聞、すなわち『満洲報』、
『盛京時報』、『大同報』、『国際協報』につい
て、まず現物調査や収集作業（閲覧、複写、
マイクロフィルムの購入など）をおこなった。
その結果、これらの文芸欄のほぼ全部を入手
することができた。 
このほかに調査した新聞は、泰東日報、関

東報、民声晩報、東三省民報、黒龍江民報、
濱江日報、康徳新聞（各地方版）、満洲日報
（邦字紙）、満洲日日新聞（邦字紙）など十
数紙にのぼった。 
これらの新聞は、中国国家図書館をはじめ、

中華全国図書館文献資料縮微中心（マイクロ
フィルムセンター）、中国東北部の各大学や
各地域の図書館や資料館、公文書館などに所
蔵されており、また一部は日本の研究機関に
もその所在が確認された。 
本研究の初歩的な成果として、まず日中両

国に分散されているこれらの資料について、
その所在を突き止め、あわせて各新聞の所蔵
状況を大まかに把握することができたこと
だといえる。 
（２）各新聞の文芸欄に対する整理・考察と
記事見出しのデーターベース化： 
 この作業は上記の現物調査作業と同時に
進められた。具体的に各新聞文芸欄の内容を
通覧し、その概況（刊行の時期や場所、編集
の方針や担当者、コラムの性格など）に対し
て大局的な把握に努め、記事見出しのデータ
ーベース化作業を同時に進めながら、分析や
考察を加え、解題や論考の執筆作業に取りか
かった。 
 しかし、研究資料として比較的に入手しや
すい雑誌や単行本に対して、新聞の文芸欄は
膨大な紙面に分散しており、それらを細かく
調査・収集し、さらに読破したうえで論証・
考察の作業にまで進めるには莫大な時間と
労力が必要とされ、きわめて困難な作業であ
ると言わざるをえない。これも新聞の文芸欄
に対する研究がこれまでに敬遠されてきた



 

 

理由だといえる。 
本研究はあえてその難題に挑戦したが、研

究期間が終了した現在でも上記の作業がな
お継続しており、よりまとまった研究成果の
公開はもうしばらく時間がかかる見込みで
ある。 
なお、後記の研究成果（発表論文、図書、

口頭発表）にあるように、現段階ではまだ限
られた一部に留まるが、すでに公開されてい
るものもある。 
（３）研究の継続的進行と成果の展望： 
 今後、上記の研究作業をよりいっそう精力
的に進め、データーベース化作業を完結させ
た時点で、資料集として『満洲国時期の新聞
文芸欄記事一覧・作者別目録索引』（仮題）
を作成し、公刊することを考えている。 
また、文芸欄の役割や意義に関する総合的

な考察や論考を進め、「満洲国」の文学にお
ける新聞文芸欄のはたした役割や意義につ
いて、全体的な立場から総括的な研究をおこ
ない、成果として『「満洲国」の新聞文芸欄
に関する研究』(仮題)を結実させ、上の資料
集とともに公刊を目指す。 
（４）本研究の学術的な特色や国内外におけ
る位置づけ： 
おおよそ以下の五点にまとめられる。 
第一に、日本の植民地支配下地域の文学・

文化研究の全体において、立ち後れている
「満洲」地域の研究状況を改善し、研究を促
進させるための前提となる基礎的な史料や
先行研究をいま築こうとしていること。 
第二に、これまでの研究では個別な作家論

や作品論は多かったが、作家や作品が読者や
社会とつながる接点となる新聞メディアに
関する研究はほとんどおこなわれていない。
そのなかで本研究は新しい視点を提示し、研
究の空白をいくぶん埋めることができると
考えられる。 
第三に、研究代表者はこれまでに「満洲国」

の文化事象に関して基礎的、日中横断的な研
究をおこなってきたが、本研究の完結により
「満洲国」時期の文学・文化の全容を概括し
た基礎的な先行研究や資料集成が作成・刊行
されることがはじめて可能となった。そのこ
とにより、日中両国の文学研究における長年
の空白が埋められることになり、特に近年、
辺境地域の文学や植民地統治下の文学が注
目され、文学史の書き換えが試みられている
中国近現代文学史の研究分野に寄与するも
のと思われる。 
第四に、国に跨る調査研究活動を通じて、

当該分野における日中両国の学術交流を促
進したことは評価できると思う。 
研究代表者は旧満洲地域の文学・文化をめ

ぐる史的研究に取りかかりはじめてから十
年ほど経った。その間にほぼ毎年に中国東北
部の図書館や研究機関に出向き、研究の基礎

資料となる当時の文献資料を調査・収集して
きた。長年の経験から、文献の所在や各地の
図書館や研究機関の利用方法などを把握し、
熟知している。そのような情報もひとつ大切
な成果となるはずだ。 
また、調査活動を通じて現地の研究機関や

研究者との間に信頼関係や人間関係を築い
てきた。例えば、中国東北各地の政治協商委
員会（地方政府の協力組織。特に文化・外交
などに関する助言や地方史関連の資料収集、
出版活動などに携わる）、吉林大学、東北師
範大学、吉林省社会科学院、遼寧大学、遼寧
省図書館、遼寧省社会科学院、大連市図書館、
大連外国語大学、大連民族学院、旅順博物館、
黒龍江省社会科学院、中国国家図書館、中国
現代文学館、中国社会科学院などの学術機関
や社会組織、およびその関係者から多大な協
力と支援をいただいた。また、調査活動を契
機にそれらの機関が主催する研究活動にも
積極的に参加し、学術交流を深めてきた。 
国境に跨るだけでなく、歴史認識問題をめ

ぐる対立や衝突、日中両国関係や国際関係な
どの影響を受けやすい本課題のような研究
をスムーズに展開させるために、このような
信頼関係や人間関係は欠かせないものとい
える。 
第五に、「満洲国」という特異な時空間の

なかで生まれた文学に対する研究は、たとえ
ば、創作活動に関わる言語の問題、作家のア
イデンティティのあり方、文学と政治の関係、
異文化間交流の問題など、多岐にわたるさま
ざまな問題の究明にも役に立つに違いない。 
従って、本研究は、単に文学領域に止まら

ず、「満洲国」研究や日中関係史研究などの
より大きな研究課題や歴史学、政治学、社会
学、言語学などの研究領域にも研究材料を提
供し、刺激や発見を与え、寄与することが可
能だと考えられる。 
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